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瞑古典整 (′ 14り ‖920)

濃 自講 (1501～ 1016)『栞根暉J(その3-14)

(意訳) 天地は永遠であるが、人生は三度 ともどらない。人の寿命は人生はせいぜい百
年、あつとい う間に過ぎ去ってしまう。幸いにこの世に生まれたからには、楽 しく生き

たいと願 うばかりでなく、人生を虚 しく過ごすことへ恐れを持たなければいけない。

(余説) 釈尊は「地バたの土はこの世に生まれる様々な命の数である。 しかし、人とし
て生まれてくる命の数は爪の上にのせたこの■算脱を

かない。だからこの意まれた命を

大切にしないといけ
典
い。」と十大弟子の一人阿難陀に諭 されています。また同様に、

「人身受け難 し。今已に受く。この身今生に向かつて度せずんば、さらにいずれの生に

向かつてかこの身を度せん」と、人として生まれ資|ょ の稀少さを教えています。
言志後録 109に も「百年、再生の我無 し。其れ暖度すべけんや」 (誰 もが百年たつて

再び生まれることはない。だから、一日一日を空しく過ごしてはいけない)があります。
人としての命をこの時代に、この国のこの地にいただき、生きていることの有り難さ

を今一度考え直し、それに相応しい生き方ができるように努めたいものです。
ほつくきよう           しよう    )

(参考)法句経 182「人
9り  を享くるはかたくみ

ありがたし正法を 耳にするはかたく

て

の

が
お
仏

や
雛
諸

いま生命あるは

ありがたし」

しようか       いんじ あぼ        おも
ゎず。三者は、以て徳を養 う|

2 人の小過を責めず、人の陰私を発かず。人の旧悪を念 :

べく、亦以て害を遠ざくべし。

(意訳)他人の小さな過失はとがめない、他人の隠し事はあばかない。他人の古傷は忘れ
てやる。この三つのことを心がければ、自分の人格を高めるばか りでなく、人のうらみ

を買わない道である。

(余説)誰にもささいな過失はあります。多少のミスは互いに許 し合 うことです。また、
隠しておきたい触れられたくないプライバシーがあります。若い時の古傷などをいつま

でも話題にしないことです。人は他人に対する優越感を求め、劣等感に腹を立てがちな

動物です。それほど強くも賢くも美 しくもなれないのが人間の常です。

水が豊富なわが国には「水に流す」とい う言葉があります。過去のことをとやかく言

わず、すべてなかつたことにしようとい う意味です。だからといつて、「なあなあ」で

馴れ合いと妥協だけになつては、お互いのためになりません。そこの塩梅の具合が人の

世の難 しさであると同時に面白さではないでしょうか。

(参考)論語。公治長篇114「伯零緊青 騰 薔悪 餐鼻用希」ぅら  これ    まれ
(伯夷、叔 斉は旧悪を念わず。怨み、是をもつて希なり)

伯夷 と叔斉は紀元前千年頃の中国・殷の人、清廉潔白な人物の代表で兄弟です。西周

で主君を諫めるも聞き入 られないのを恥 じ、山に入 り餓死 したと伝えられています。
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1 よ橿「重射畠彗ふレ会g理∴∴∴β
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(意訳)他人の短所は、うまく取りつくろつてやらねばならない。もしそれをむやみにあ
ばきたてるのは、自分の短所で相手の短所を費めるようなもので、相手の短所は改まら

ない。頑固な人に対しては、幸抱強く説得しなければならない。へたに感情的になって

突つかかるのは、頑固をもつて頑固を助長するようなもので逆効果になる。

(余説)短所がない人はまず存在しない、短所があつてこそ人間です。そうは言つても、
思わず相手の短所を突いてしまうことが多々です。「他煮卜は長を見

て短は見ず、己に

は短を見て長を見ず」とも言いますが、なかなか至難の業です。特に、人前で相手の欠

点を言い立てることは卑怯な行為であり、相手を傷つけることにもなりますので、絶対

に
潜碁角違皐glλしまZ星ふ馨責管馨盪禽意:尋電ぜ営票鷲ξttiilЪ中はずいぶ
んとよくなるように考えます。それは宗教心にもつながるようにも思われます。

(参考)論語衛霊公 15 「射自厚、而薄責於人薔則遠怨利 なわ
(射 自ら厚くして、薄く人を責むれば、 則 ち怨みに遠 ざかる)
「自分に厳 しく、他人に寛大にすれば、怨まれることが少ない」

14中全蟄よ曇き、ヽ準書螺勇
わさず。人のTりを受くるも、
の受用有 り。

色を動かさず。此の |
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(意訳)相手が自分をだましていると気づいても、それを言葉や表情に出さない。相手が
自分をばかにしているような時でも怒りで顔色を変えたりはしない。このような態度の

中に、言い尽くせない深いおもむきがあり、また、計り知れない働きがある。

(余説)仏陀は「自分の考えが勝つているとこだわるならば、それ以外のすべてを劣って
いると思つてしまう。だから論争になるのだ」と説いています。例え、相手のほうが間

違

旱菖稼呈畠建λ議鼈1亀1lL爵           ?曇 警∫裏 卜曇 :貧 iこ下
り、喜怒を色に形さず」と評されています。「寡黙で謙虚、しかも喜怒を色に形さず」
です。喜びはともかく、怒りや不機嫌をすぐに顔色に出すようでは、指導者はもちろん

曇会書碁I蔵雪ηTT曇置:i曇翼″≧鰐「 票〕ξ誓晉:再雪挙F場
面
午
出会つても、

しかし反面では、下手にこれをまねると、冷たいなどの人間味に欠けるマイナス・イ

メージを与えがちです。それを補う「後一つの資質」は何だと思われますか。
むきゆう                               . .

:壌無窮の神勅』

を降臨させた時与えた授けたゃ黛げ ゅ
吾がま藤

の王たるべき事な り爾 皇孫就きて

治 らせ。行 実。費 詐の隆えまさむこと、営に天壌 と窮まり無かるべし」
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